


速 0.1 ～ 0.3m/s 程度の渦が形成される。

　図４(b) では、設置した模型の影響で、机の端部の

X=240mm、Z=70mm において、椅子の下部から人体モデ

ルの正面を斜め上向きに上昇する気流と机の下部を通

り排気口へ向かう気流を形成する様子が観察される。

5　まとめ

①実験１(case2) では、ほぼ上下対称のベクトル分布

　となる。X=350 ～ 600mm 付近では風速 0.1 ～ 0.3m/s

　程度の上下対称の渦が形成される。

②実験２では、X= ０～ 150mm、Z= ０～ 250mm 付近で風

　速 0.1 ～ 0.3m/s 程度の渦が形成される。又、机の端

　部の X=240mm、Z=70mm において、椅子の下部から人

　体モデルの正面を斜め上向きに上昇する気流と机の

　下部を通り排気口へ向かう気流を形成する様子が観

　察される。

図３(a) では、給気口直後において気流の流入風速は

4.2m/s 程度、流れ場の主流部分では風速 4.5m/s 程度と

なり、設定給気風速とほぼ一致する。給気口から流入し

た気流は、拡散しながら排気口へ向かい風速 2.3m/s 程度

で室外に排出される。X=250 ～ 600mm において、Z=200mm

を軸として上下対称の気流分布となり、室内隅部では風

速 0.1 ～ 0.3m/s 程度の上下対称の渦を形成する様子が観

察される。しかしながら、給気口側 X= ０～ 300mm の壁面

近傍では上下対称の気流分布とならない。

　図３(b) では、乱れの強さは、渦の中心では 200％を

超えるが、その周囲では 40％程度と小さい。又、X= ０

～ 400mm、Z= ０～ 100mm では 200％を超える。

　既往の研究で使用したトレーサ粒子 ( 金属粉末 ) と

比較して、本研究で使用した炭酸水酸化マグネシウム

は、人体や実験機器への影響が少なく、良好な可視化

画像及び PIV 解析結果を取得することが出来る。

4.2　室内に模型を設置した場合の PIV 測定 (実験２)

　図４に実験２における PIV 解析結果を示す。図４(a)

では、給気口から風速 3.8m/s 程度で流入した気流は、

減速しながら反対側壁面へ進み、壁面に沿って床面ま

で下降する。X= ０～ 150mm、Z= ０～ 250mm 付近では風

※１　 Particle Image Velocimetry ( 粒子画像流速測定法 )
※２　 室内気流模型は、厚さ８mm のアクリル板で作成されており、寸法は 600mm × 400mm ×
　　　 400mm、両側面には40mm× 40mmの給気口と排気口がそれぞれ３ヶ所設置されている。
※３　 給気口での風速はサーミスタ風速計により設定する。
※４　 実在空間における身長 170cm の人体を想定する。
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図３　実験１(case2) における PIV 解析結果 図４　実験２における PIV 解析結果

(a)　平均風速ベクトル分布 (室内全体 )

(b)　平均風速ベクトル分布 (X=100 ～ 400mm、Z= ０～ 250mm 付近 )(b)　乱れの強さの分布

(a)　平均風速ベクトル分布
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